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令和４年 大阪府立摂津支援学校 第１回 学校運営協議会 実施報告書 

 

１．日 時  令和４年６月１５日（水） 10：00～11：50 

２．場 所  本校 会議室（中高等部棟 2階） 

３．出席者 〈学校協議会委員〉 

       西野 陽一（元大阪工業大学客員教授）大矢 優子（摂津市教育委員会教育委員） 

       松元 広美（（株）ダイキンサンライズ摂津総務課長） 

       佐藤 裕子（茨木・摂津障害者就業・生活支援センター所長） 

       中井 啓夫（高槻市柱本自治会会長）  久保田 夏美（本校保護者） 

      〈摂津支援学校〉 

       校長（藤井） 教頭（岩井）（小野）  事務長（與賀田） 首席（坂部・平水） 

       首席兼教務部長（日高）  首席兼高等部主事（三牧）  部主事（浅井・眞壁） 

      〈傍聴者〉 なし 

４．年間テーマ及び協議事項 

       「創立 10周年 新たなるステージへ」 

  主な内容 ①今年度の学校経営計画について ②今年度の使用教科書について 

       ③授業見学（各学部）小学部→中学部→高等部  

５．説明、質問、協議内容等 

（１）はじめに       〔進行：三牧〕〔記録：坂部〕  

   ・校長あいさつ 

     6 月 13 日（月）からプールが始まり、初日は高 2が 3年ぶりに入ることができた。本校でプ

ールに入るのは初めての児童生徒や教員がいるため、安全な活動をめざしゆとりをもって実施

する。また、その他の活動についても感染対策による制約を少しずつ解除していき、再開して

いきたい。 

     昨年度の第 3回学校運営協議会は感染防止対策として書面開催となったため、昨年度第 2回

以来の開催となる。2名の新しい委員を迎え、今年度もよろしくお願いしたい。 

   ・配付資料確認  

・学校運営協議会委員及び事務局の紹介 

・会長、副会長の選出および規約の改正について 

    推薦により選出 会長：西野様 副会長：大矢様 

（２）学校より報告及び協議 〔進行：西野会長〕 

 ①今年度の学校経営計画について 

校長：（学校経営計画）4月 1日に教職員向けに提示したスライド資料に修正を加えたもので説明 

≪チーム摂津支援学校≫ 

   今年度は児童生徒３４１人。開校時は２６０人だったので在籍者は増えており、特別教室 

を HR教室に転用しながら運用している。 

この度文部科学省が支援学校の定数の基準を定め、小・中学部は 1クラス 6名、高等部は 1 

クラス 8名となっている。今までは運用する場合の人数は各校で別に設定していたが、こ
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の基準のとおりとすると大阪府には 10数校の支援学校が必要になってくる。この基準は各

自治体に達成努力が求められている状態である。知的障がいの支援学校に加えて地域の学校

の支援学級の児童生徒も増加している。 

    

≪大きな目標≫ 

    １ アフターコロナ…コロナに配慮しながら教育活動を実施していきたい。 

      プールは 2年間中止していた。給食の準備片づけを自粛し、教員やスクールサポーターの

方が運搬している。給食は黙食のためコミュニケーションの場が減っている。音楽では合

唱などの自粛、調理実習の中止、体育の接触プレーは自粛、昨年度の体育祭は無観客、地

域の行事は中止となった。今年の淀川ワイワイがやがや祭は 3年ぶりの開催となり 9000

人が参加して盛り上がった。本校も出店することができた。授業参観者数の制限、交流校

との取り組みの自粛、課外クラブの中止（中学部は今週から週 1回再開している）、学校

祭の舞台発表の中止。どのように元に戻していくか。慎重かつ大胆にすすめていきたい。 

 

    ２ 10 周年を飛躍の年に…保護者・児童生徒を含めて盛り上げていきたい。 

      記念品としてエコバッグの作成、記念誌はカラー24 ページで作成、記念モニュメントとし

て巨大モザイクアートの作成、教員バンドの結成と演奏、研究紀要『きらめき』10周年記

念号の発行、摂津支援学校オリジナルソングの CD化、10 周年記念献立給食、摂津ロータ

リークラブ「グラウンドゴルフ」大会 

コロナなどで沈んだ心を高めていきたいと思い、現在議論しているところ。委員のみな

さんも来賓として参加してほしい。 

 

≪R4 学校経営の柱≫ 学校経営計画から抜粋説明 

１ 安心・安全の教育を進める学校 

（１） 人権尊重の教育の推進 

  ア 道徳教育において小中高で教材交流し実践を蓄積する。 

  ウ いじめについて教員研修を実施した。 

（２） 校内支援の活性化 

  イ 不登校について、地域の福祉とどのように連携していくかが課題。 

 

２ 「わかる授業」「良い授業」を追求する学校 

 （１）授業改善と授業力向上 

ア 授業改善に取り組んでいく。学習指導要領では 3観点でバランスよく指導するように

示されている。自分で判断して行動する力、主体性等を育てていくために、指導要領

に基づいて年間計画を立て、評価をもって児童生徒・保護者に伝えていく。 

  思考・判断・表現の指導や評価は難しく、非言語的な表現とは何かを考えていく必要

がある。 

イ 教科研究会の年間 4回の実施を計画 
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（２）ICT 教育の推進 

  月 1 回の教員研修を行っている。教材をストックして共有し、2年間かけて一人一台端末

のアクションプランを達成する。 

 

   ３ 地域で学び、地域とともに育つ学校 

    （１）卒業後を見据えた学習 

      イ 「朝の会」「終わりの会」をキャリア教育の視点でとらえなおす。教員が意識的、理

論的に理解して取り組み指導していく。 

 

   ４ 組織力の向上 

    （１）若手教員の意見が学校運営に反映されるよう組織の活性化を図る。 

    （２）分掌業務の見直し、スクラップ＆ビルド、分掌業務の 10％削減へ 

☆一人ひとりが「きらめく」学校をめざして 

 

委員：学校経営計画は昨年度の第 3回で意見を伝え、府に提出されているもの。 

委員：今年度の学校運営協議会の年間テーマが「創立 10 周年新たなステージへ」となっているが，こ

のテーマが学校経営計画に落とし込まれているわけではないのか。 

校長：研究紀要の作成を大事にしている。今までは書きたい人が書くことが多かったが、今回は 10年

間を振り返る。その中から次の 10年へ向けての本校の課題を掘り下げていきたい。 

 

②今年度使用教科書について 

教員：〈支援学校の教科書選定について〉資料４－１ 

支援学校の教科書の種類は 6種類あり、絵本の選定が多い。 

R5 年度の教科書の選定に入ったところでシラバスとリンクさせて選定している。 

  〈新しく選定された教科用図書紹介〉資料４－２ 

委員：支援学校で使用される教科書は多様で分かりにくいと感じられるかもしれないが、子どもに応じ

て適切なものが選ばれていると思っている。 

（教科書の回覧） 

委員：地図帳を選ぶ際、自分の住んでいる場所、例えば摂津市が載っているものもよい。 

校長：府が示す教科書一覧は今年改訂の年にあたり、新しいものが 6月に示される予定。本校からも家

庭科の教員が一覧作成作業に参加している。次年度の教科書は 7月までに選定資料を作成し、9

月に決定する。12月に絶版などの教科書がある場合には採択替えが必要になる。 

委員：『絵で見る日本の歴史』はインパクトがあると思う。この教科書を見ながら教員が説明をいれる

という流れがよくわかった。  

 

③授業見学（小学部→中学部→高等部）および質疑応答 

委員：工夫されていると思う。特に中学部の音楽でバレエを観て感性を学びあうところ。学年ごとに確

実に成長しているところが頼もしく感動した。 
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委員：今朝のラジオで支援学校の教室不足の件をやっていて、大阪は特に不足していると聞いたが、と

ても広々していると感じた。もともと高校の校舎を使用しているので充分に感じる。 

校長：教室不足のことについては、NHK で昨日の朝からずっと報道している。本校のように高校の校舎

を利用しているところは広く、一概には言えないが、小学部はもともと 70名程度の想定で校舎

を建設しているので現在は 50名ほどオーバーしているため教室は足りない。西淀川区に新校が

建設予定となっており、大阪市、吹田市、豊中市からはそちらに行くことになる。また高校の中

に支援学校を併設する計画もある。 

委員：小 3の聴力検査の事前学習はとても良かった。場所が狭かったので人数を半分にしたり、道具が

10 セットあったりすれば、待ち時間なくできたのでは。 

   小 6のサーキットは 3か所で実施しているので待つことなくできていてよかった。 

   中 3の音楽では検定教科書をすらすら読めていて驚いた。その後の教師の説明はなかったが、読

んで理解できるグループだったか。 

教員：読むだけでは理解できていない生徒も数名いたかもしれない。 

委員：支援学校、支援学級の生徒が変わってきている。そのあたりを何とかしないといけないと思って

いる。中 1の窯業は楽しそうだった。 

委員：音楽は地域の学校の普通科の授業のようだった。情緒面で支援学校にくる子が増えている。保護

者は、子どもに学力があるので、いい学校はないかと苦慮している。 

委員：たくさん授業を見せていただいてよかった。 

校長：授業で動画を活用することは増えている。 

 

（３）まとめ        〔進行：三牧〕 

委員：教室不足などのハード面の課題はあるが、子どもたちは確実に成長していく。摂津支援学校が一

層発展していくよう、今年も引き続き学校運営協議会の委員として微力ながら努めていく。 

校長：3階に高 3の体育祭の写真が貼ってあった。保護者にとっては生で見られるのは最初で最後とな

った。全員に見せ場があった。エイサーでは外股で足を開くことができず、指導に長い時間をか

け、積み重ねてきた結果が発揮できたと思う。生徒たちの活躍の舞台を作って、達成感、自己肯

定感を育てる教育をさらに進めていきたい。 

 

（４）事務局より連絡 

三牧：次回は１０月１１日（火） 

 

【配付資料一覧】 

１－１ 次第 １－２ 協議会委員名簿 １－３ 令和４年度 学校運営協議会運営計画           

２－１ 学校運営協議会実施要項準則の改正について 

２－２ 大阪府立摂津支援学校 学校運営協議会 実施要項 

３ 令和４年度 学校経営計画  ４－１令和４年度 使用教科書について  

４－２令和 4年度使用教科書一覧 ５ 授業見学資料  ６ 傍聴規則 


